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 保護者の皆様からのアンケート結果より 

                                         校長 加藤 仁 

 １月号で保護者の皆様からいただいた学校評価の集計結果をお知らせしました。そこから見えてきたことを

以下に述べたいと思います。 
 まず、回収率が８７．４％でした。今まで何回かこのようなアンケートを行いましたが、お蔭様で非常に高

い回収率でした。保護者の皆様の学校への協力の姿勢が高いことを示す数値で、たいへんうれしく思っていま

す。ありがとうございました。アンケートは４段階でした。よい評価をいただいた項目と課題が見えてきた項

目とに分けてみました。 
「よい」評価の割合が９０％を越えたのは、「学校生活を子どもが楽しんでいる」「教職員が協力している」「施

設・設備の管理」「楽しく英語活動」「わかりやすい授業」「落ち着いて学習に取り組んでいる」の６項目でし

た。特に「学校生活を子どもが楽しんでいる」はよくできているが約５６％、わりあいよいが約４１％、計９

７％という高い評価をいただきました。「好きこそものの上手なれ」という諺がありますが、子どもにとって

自分が通っている学校が好きだということは本当に大事なことです。また、そのことが保護者の皆様に伝わっ

ていることをとてもうれしく思います。特に今年度は入間小学校と統廃合の年ですので、入間野小学校にとっ

て本当にうれしい結果です。さらに、本校は長期の欠席者が少ないことが顕著です。所謂、不登校の児童がい

ないことも、学校が好きな子ばかりを裏付けていると思います。次に、授業が楽しい・わかりやすいと感じて

いる児童・保護者の方が多かったことも教職員にとってたいへんうれしい結果です。自分自身を振り返って、

授業が楽しかったクラスのことは今でも懐かしく、ありがたい思い出です。授業が楽しいということは、授業

内容がよくわかり、クラスの人間関係もうまくいっている証だと思います。 
 さて、課題が見えてきたのは「その場に応じた言葉づかい」「家庭学習の習慣化」「時間を守る」「進んであ

いさつ」の４項目です。これらの項目は、「よい」評価の割合が８０％に満たないものです。 
言葉づかいやあいさつは、保護者の皆様からはわかりやすく、気になることでもあり、自ずと評価が厳しく

なるのではないかと思います。家庭の中では少々荒っぽい言葉づかいになるのは、致し方ないのではないでし

ょうか？しかし、次第に時と場に応じた話し方は身につけさせなければなりません。高学年になったら、その

場に応じた言葉づかいの大切さに気付かせたいものであり、実際にできるようにしたいものです。クラスでの

授業中の発表の仕方や、帰りの会等での意見を述べる機会などが、基礎・基本になるのだと思います。改めて

このことを教職員が自覚し、身に付くよう指導を継続しなければならないと感じました。 
「家庭学習の習慣化」も課題になりました。「繰り返すことで身につく」という言葉があります。まさにそ

の通りだと思います。我が家の子どもたちを振り返っても、かけ算九九など、ずいぶん家で練習させて、覚え

させました。やはり、ある程度時間をかけ、繰り返させないと身につきません。特に漢字や計算等は繰り返し

勉強することです。家庭学習の習慣化がなかなかできないお子さんは、ぜひ、担任に相談してみてください。

ドリルの使い方、ノートのとり方等、ちょっとしたこつをつかむと勉強がわかり、面白くなります。また、

大切なことは「ほめること」です。家庭で学習するようになったら、まずほめてあげてください。そして、そ

のことを担任に伝えてください。「ほめて伸ばす」こともちょっとしたこつかもしれません。 

めざす学校像 
「みんなが元気で明るい
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 弁 当 

 小学校４年生まで、おひるは給食と弁当が半々でした。私が通っていた小学校は３０００人もいる大規

模校で、自校給食でした。一日に作れる量に限りがあったのでしょう。ある日は弁当を、ある日は給食を

食べるというおひるご飯でした。寒くなると教室にだるまストーブが入れられ、その周りにストーブ囲い

を置くのですが、その囲いに棚がついていて、お弁当を温めることができました。おひる近くになるとス

トーブの方から温まった弁当のよいにおいが漂ってきました。また、４年生の時の担任の先生は給食のパ

ンをストーブで焼いていました。自分のパンも焼いてくれないかなとよく思っていましたが、それはかな

えられませんでした。今思うと、のどかな教室風景です。 
 さて、７日（火）は「弁当の日」です。児童たちも大きくなって、学校で給食ではなく、弁当を食べた

こともあったなと思い出す日が来るのではないでしょうか。また、この日に合わせてご家族で弁当の思い

出話などしてみたらいかがでしょうか。 

 山茶花の 道を飛び交う 目白かな 

 メジロという小さい鳥をご存知でしょうか。実は本校にたくさん飛び交っています。メジロは花の蜜が

大好物。花の少ない冬、学校にたくさん植栽されている山茶花がメジロを呼んでいるのでしょう。さて、

山茶花は開校の年、昭和５４年に児童会誕生記念に６本植栽されました。また、昭和５９年に２８本の植

栽をしています。この頃「さざんかの道」の石碑も建てられたようです。今では、さらに山茶花は増え、

たくさんの花をつけました。多くの山茶花とメジロは本校の特色のひとつと言えるのではないでしょうか。


